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浄化槽を複数基設置する理由
　仮設住宅では、住民の転入や転出が頻繁にある
ため、浄化槽に流入する汚水量が一定しないこと
が多々ある。浄化槽を効率的に運用するためには、
流入汚水量を安定させることが重要。そのため、
生産スピードが比較的早い中型浄化槽を複数基設
置し、流入汚水量に応じて稼働基数を調整する分
配方式が適している。

▲仮設住宅の建設がスタートした頃の
　現場（城南地区）

▲分水計量装置から分配される汚水量で、
　稼働基数を管理する。
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仮
設
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設
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れ
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め
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▲益城町のテクノ仮設団地に設置された浄化槽（CSLⅡ-50型×20基、CSLⅡ-45型×8基）

▲益城町のテクノ仮設団地
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と
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本
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1
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は
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7
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揺
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わ
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未
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災
害
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わ
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た
熊
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で
、
仮
設
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宅
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。
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定
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大
幅
に
上
回
る

家
屋
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倒
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人
々
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え
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仮
設
住
宅
の
完
成

た
。
こ
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、
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者
の
出
入
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に
伴
い
増
減
す
る
流
入
汚
水
量
に

対
応
す
る
た
め
。
熊
本
市
に
あ
る

営
業
所
も
被
害
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受
け
た
フ
ジ
ク

リ
ー
ン
で
は
、
全
国
の
ス
タ
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フ
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5
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近
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4
月
14
日
、
自
宅
の
駐
車
場
で

聞
い
た
こ
と
の
な
い
音
の
後
に
、

も
の
す
ご
い
揺
れ
に
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わ
れ
ま
し

た
。
家
族
と
避
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後
、
震
源

地
が
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と
聞
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、
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ら
に
凍

り
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ま
し
た
。
当
営
業
所
に
益

城
町
か
ら
通
う
社
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が
い
た
か
ら

で
す
。
す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
、
本

人
の
無
事
を
確
か
め
る
と
、
そ
の

ま
ま
営
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行
き
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災
状
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を
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翌
日
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業
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向
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張
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は
、
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塚
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失
っ
た
熊
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せ

ん
。
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、
1
週
間
ほ
ど
車
中
泊
が
続
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し
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電
気
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幸
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用
で

き
ま
し
た
が
、
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は
1
か
月
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ま
。
こ
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に
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み
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し
た
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▲震災後、資料が散乱する熊本営業所内

現
在
、
営
業

所
の
全
ス
タ

ッ
フ
は
、
熊

本
で
元
気
に

頑
張
っ
て
い

ま
す
。

熊本営業所 所長 松永一

技術管理部
課長代理  崎本好則

飯塚工場 
主任 白水正剛
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被害有り
329基
（41.8%）

被害無し
459基
（58.2%）

使用不可
51基

（6.5%）

使用可能
737基

（93.5%）

▲
浄化槽周辺の
地割れ・陥没▶

被害状況を迅速に把握し、復旧の体制を確
立するため。さらには、浄化槽の信頼性を
高め、浄化槽の普及を促進するため。

■調査の目的

未修復の 51 基に関しては、漏水など公共
用水域等への影響も懸念されることから、
迅速な復旧が望まれる。

■今後の課題

震度 6弱以上を記録した活断層沿いの 8市
町村を対象に、788 基の浄化槽の被害状況
を調査。

■調査対象

多数の家屋が全損壊し、電気や水道などの
インフラも大きな被害を受けたが、浄化槽
においては 6.5％にあたる 51 基が使用不可
になるにとどまった。残りの 93.5％の浄化
槽においては、これまで通り生活排水を処
理し重要な役割を果たした。

■考察

対象地域で浄化槽の維持管理を行っている
協会会員の協力のもと、現地調査及び必要
に応じて書類による調査を実施。

■調査方法

788 基のうち、41.8％にあたる 329 基が被
害を受けていた。その中で、使用不可の浄
化槽は 6.5％にあたる 51 基。その 51 基を
除く 278 基については被害が軽微であり、
災害後も生活環境を維持する必要性から使
用可とされた。

■調査の結果

調査結果

調査数：788基
（100%）

環境省が「熊本地震浄化槽
被害状況調査」を実施

熊本地震から約4か月後の昨年8
月、環境省から委託を受けた公益
社団法人熊本県浄化槽協会が、
浄化槽の被害状況を調査した。


